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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年10月13日(2016.10.13)

【公開番号】特開2015-66202(P2015-66202A)
【公開日】平成27年4月13日(2015.4.13)
【年通号数】公開・登録公報2015-024
【出願番号】特願2013-203476(P2013-203476)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   8/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｒ  17/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  29/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    8/00     　　　　
   Ｈ０４Ｒ   17/00     ３３２Ｂ
   Ｇ０１Ｎ   29/24     ５０２　

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月30日(2016.8.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　請求項６に記載の超音波デバイスにおいて、前記平面視において前記複数の前記交差部
の間の領域に位置する前記第１直線部と、前記第２方向に沿って延設されている補助補強
体部とを有する補強体を備えることを特徴とする超音波デバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　音響整合層５４上には音響レンズ５５が積層される。音響レンズ５５は音響整合層５４
の表面に密着する。音響レンズ５５の外表面は部分円筒面で形成される。部分円筒面は第
２導電膜３１に平行な母線を有する。部分円筒面の曲率は、１筋の第１導電膜２９に接続
される１行の素子２３から発信される超音波の焦点位置に応じて決定される。音響レンズ
５５は例えばシリコーン樹脂から形成される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　その他、素子ユニット１７ａでは、例えば図７に示されるように、個々のセグメント６
１ａ、６１ｂがさらに小セグメントに細分化されてもよい。ここでは、１つのセグメント
６１ａ、６１ｂはそれぞれ３つの小セグメントＦ、Ｇ、Ｈに分割される。分割にあたって
２筋の第２導電膜３１ごとに共通にグラウンド線が確立される。こうして２列３行の素子
２３群ごとに小セグメントＦ、Ｇ、Ｈが形成される。補強体６２は、第１方向において分
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離されて配置されている複数の交差部を有する。個々の小セグメントＦ、Ｇ、Ｈに属する
振動膜２４は駆動信号の供給に応じて同時に振動する。補強体６２の第３長尺片６５は２
行の素子２３群ごとに分断される。こうして小セグメントＦ、Ｇ、Ｈはアレイ状に配置さ
れることができる。
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